
2012. ４ たんば　　　２
３　　　2012. ４たんば

会　計　別 主な使い道 予算額 増減率
国民健康保険特別会計事業勘定 国民健康保険加入者を対象とした医療給付 763,700 5.9
国民健康保険特別会計直診勘定 青垣診療所の運営 21,740 △ 8.2
介護保険特別会計保険事業勘定 65歳以上で要介護認定を受けた対象者への介護給付 579,300 5.2
介護保険特別会計サービス事業勘定 地域包括支援センターの運営 6,660 21.8
後期高齢者医療特別会計 75歳以上の方を対象とした医療給付 80,900 11.6

訪問看護ステーション特別会計 在宅介護支援サービスの提供 1,760 1.1

下 水 道 特 別 会 計 公共下水道や農業集落排水施設の維持管理・建設など 402,500 0.4
地方卸売市場特別会計 卸売市場の改修工事など 2,210 590.6
駐 車 場 特 別 会 計 月極・一時駐車場施設の管理 1,450 7.4
農業共済特別会計（収益的収支） 農業共済金、無事戻金の支払いなど 21,260 △ 2.7

総　　　合　　　計 1,881,480 4.6

会　計　名 主な使い道 予算額 増減率
	水道事業会計（収益的収支）浄水施設などの維持管理・水道施

設整備など
165,000 △ 2.1

	水道事業会計（資本的収支） 264,000 △ 13.6

企業会計合計 429,000 △ 9.5

( 単位：万円 )

( 単位：万円 )

③ 企業会計 地方公営企業法の適用を受ける
公営企業の会計です。

① 一般会計 346億円 前年度比△ 0.6%
福祉や教育、道路整備などにかかる基本的な会計です。

※ [ 市債 ]
道路整備や学校建設など、一度に多くのお金がかか
る事業は、その年の収入だけでは賄いきれないので、
国や銀行からお金を借りて実施します。このお金を
市債といいます。今年度の主な事業として、昨年度
に引き続き、一般廃棄物処理施設建設事業、幼保一
元化事業などがあります。

歳入

※ [ 公債費 ]

歳出

平成24年度の予算
　平成 24年度予算をお知らせします

特　集

まちのお金の使い方まちのお金の使い方

消
防
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② 特別会計 特定の事業を行うために一般会
計と区別して処理する会計です。
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＊「自主財源」は減額を見込ん
でいます

注 )  水道事業会計（資本的収支）の予算額は、収入と支出を比較し、多い方で表示しています。

＊当初予算合計＊　　　　　　　

577億480万円
一 般 会 計    346 億　　　　円 ( 前年度対比△ 0.6％ )

特 別 会 計 　 188 億 1,480 万円 ( 前年度対比＋ 4.6％ )

公営企業会計     　42 億 9,000 万円 ( 前年度対比△ 9.5％ )

地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金、利子割交
付金、配当割交付金、株式等譲
渡所得割交付金、ゴルフ場利用
税交付金、地方特例交付金、交
通安全対策特別交付金

※［地方譲与税・交付金］

歳入全体に占める自主財源の割合
が高いほど、自主性・安定性があ
るとされています。

 自主財源　
市独自の収入　109 億 9,809 万円
 依存財源　
国や県からの補助など　236 億　191 万円
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　課題！
「自主財源」の比率は 32％で、
中長期的にも市税を中心とした
自主財源を増やし、財政基盤を
強化することが必要です。

市債（借金）の元金と利子の返済に要
するお金。平成13年度から公債費は
毎年度増加傾向にありましたが、後年
度の返済額の急増を抑えるために、平
成17年度から平成23年度にかけて約
122億円の繰上償還を実施する見込み
です。その結果、公債費は横ばい傾向
となりました。

自主財源は、土地・家屋
の評価替えによる固定資
産税の減少などにより、
減額を見込んでいます。

前年度対比
＋ 0.3％

業
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、
前
年

度
対
比
5.7
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

＊
消
防
費　

消
防
団
管
理
事
業

な
ど
の
減
額
に
よ
り
、
前
年
度

対
比
6.2
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

＊
教
育
費　

小
・
中
学
校
施
設

整
備
事
業
の
減
額
に
よ
り
、
前

年
度
対
比
18
・
８
％
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。

＊
公
債
費　

繰
上
償
還
の
実
施

に
伴
う
利
子
効
果
額
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
対
比
0.8
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※歳出全体の
26％を占める。

﹇
用
語
解
説
﹈

＊
地
方
交
付
税　

市
が
一
定
水
準
の
事
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
︑
自
治
体
間
の
税
収
の
差

を
調
整
す
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
︒
使
い
道
は
︑
市
の
自
主
性
に
任

さ
れ
て
い
る
︒

＊
国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
︒
特
定

の
事
業
な
ど
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
の

で
︑
使
い
道
が
限
定
さ
れ
て
い
る
︒

＊
繰
入
金　

特
別
会
計
な
ど
一
般
会
計
以
外
の
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金
や
︑
積
み
立
て

た
貯
金(

基
金)

を
取
り
崩
し
た
お
金

な
ど
︒

59 億 9,554
万円

衛生費　
38億 9,045
　　万円　

議会費２億 5,752 万円
商工費 7億 8,936 万円
労働費　　 7,488 万円
災害復旧費 1,250 万円
予備費　　 3,000 万円10 億 7,134 万円

そ
の
他

繰越金2 億円
その他１億 476 万円

分担金・負担金3 億 7,121 万円
使用料及び手数料6 億 1,835 万円
諸収入8 億 1,620 万円

　　市債※
50 億 9,950
　　　万円

国・県支出金
43億 9,911
　　　万円

地方交付税
128 億 5,000 万円

繰入金18 億 7,403 万円

地方譲与税・交付金※
12 億 5,330 万円

市税
70 億 1,354 万円
自主財

源
32％

依存財

源
68
%

歳　入
346億円
（△0.6％）

繰入金18 億 7,403 万円

[ 市税内訳 ]
市  民  税　　27 億 5,611 万円
固定資産税    37 億 1,790 万円
軽自動車税       1 億 8,061 万円
市たばこ税      ３億 5,880 万円
入  湯  税　　　　　    12 万円

※土地・家屋の評価替えによる
固定資産税などの減少で前年度
比 1.5%減。 総務費　

34億 2,674
万円

     土木費
41 億 6,725
　　　万円

　教育費　
36億 7,190
    万円

農林水産業費
22 億 3,276
万円
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歳　出
346億円
（△0.6％）

89 億 7,976
　　　 万円

民生費

公債費※
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１
安心社会
　をデザインする
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新規 障害者就労支援事業
市役所内に障害者の就労支援を包括的に行うセンターを設
置し、福祉施設で働く障害者の工賃引き上げと一般就労へ
の移行などをめざします。予算額236万円
生活支援課 ☎ 74‐0222

「学校給食運営基本計画」に基づき
調理業務の民間委託化をすすめます
今後の学校給食のあり方について方向性を定めた「学校給食
運営基本計画」に基づき、平成 25年４月から柏原・氷上学
校給食センターの調理業務を民間委託するため、委託業者を
選定します。また、施設の集約化に向け、コンテナプールな
どの拡張工事実施設計を行います。予算額954万円

[ 新規事業 ]　※カッコ内は予算額
総合計画策定（784万円）、子ども・若者育成支援相談業務（85
万円）、丹波市ホームページリニューアル（1,500万円）、コ
ミュニティー FM放送支援事業（330万円）、循環型社会づ
くり啓発事業（120万円）、新エネルギー、省エネルギーの
推進（22万円）、生涯学習施設検討委員会（103万円）、連

農
業
振
興

新規

農業振興課 ☎ 74‐1465

商
工
振
興

新産業創造課 ☎ 74‐1464

携型中高一貫教育高校バス通学費補助金（137万
円）、災害支援事業（100万円）、JR駅舎等施設整
備（5,570 万円）、消防庁舎通信指令室増設・訓練
塔新設事業（1,568万円）、環境学習教材制作事業（40
万円）、自治基本条例啓発事業（131万円）、INAC
神戸レオネッサとの交流事業（27万円）、オリジ
ナルナンバープレート作成（265万円）　など

子
育
て
・

教
育

平成24年度
その他の主な事業

「安心な暮らし」をテーマに

design

がん検診等推進事業
　生活習慣病の予防、早期発見、早期治療を推進するため、
　がん検診等の受診を推進します。予算額8,472万円　

少量の水で効果的な消火ができる
消防活動車両を購入します
水と消火薬剤を混ぜて泡状の放水をする「圧縮空気泡消
火装置（キャフス装置）」を備え、少量の水で消火ができ
るようにします。また、軽い泡を使用するため、建物な
どへの水圧による被害の軽減を図ることができます。
予算額3,879万円

新規継続 農産物のブランド力向上をめざして
丹波市ブランド農産物の生産拡大を支援します
大納言小豆や丹波栗、霧芋などをはじめとする丹波市の
特産物の生産振興を支援します。予算額4,795万円

　　  新たな取組みをピックアップ

新  丹波栗の振興『丹波ブランド再生モデル総合対策事業補助金』
丹波ひかみ農協が実施する新植・剪定・集出荷機械の整備
に対し支援を行います。予算額 692 万円

継続 市内の商工業者をサポート　商工振興事業
市内商工業者の経営を直接的、間接的にサポートし、経営
の安定化と商工業の振興を図ります。昨年度に続きプレミ
アム商品券の発行支援も実施！予算額 4億 5,604 万円取組
みをピックアップ
　　 新たな取組みをピックアップ

新  

新  

『新規起業者支援事業補助金』　予算額950万円
新規起業者への開業支援を行い、商店街などの空き店舗を解消し、
賑わいの創出と経済の活性化を図ります。

『地域資源を活用した新商品 PR広告料』　予算額651万円
地域資源を活用した新商品の開発を支援するとともに、丹波ブラ
ンドとして開発された新商品などを阪神地区を中心にＰＲします。

継続 雇用奨励補助事業
市内に工場等を新・増設した企業が、市内在住の方を新
たに正社員として３人以上雇用した場合や、市内在住の
非正規雇用者を正社員に切り替えた場合に補助金を出し、
雇用の増進や産業の活性化を図ります。予算額1,350万円

新産業創造課 ☎ 74‐1464

継続

継続

新  『がんセット検診』　予算額 270 万円
40 ～ 74 歳までの方を対象に、医療機関で肺がん、胃がん、
大腸がん検診をセット受診できるようにします。

新たな取組みをピックアップ

健康課 ☎ 82‐4567

学校給食課 ☎ 82‐4194

消防課 ☎ 72‐2255

新  『企業展示会への出展支援』　予算額 425 万円
新たな取引先等を探すための展示会への出展料を補助することに
より、市内企業の販路拡大を支援します。

企業誘致推進事業
企業の用地購入・工場建設費に補助などを行うとともに、
経済誌等に企業誘致に関する広告を掲載し、幅広い地域か
らの企業立地をめざします。予算額2,985万円

新たな取組みをピックアップ

水と消火薬剤を混ぜて泡状の放水をする「圧縮空気泡消

認定こども園の整備をすすめます　幼保一元化事業
将来的に市内 12園の認定こども園開園をめざし、新た
に施設建設用地の取得などを行います。既に開園してい
る認定こども園の支援も引き続き行います。
予算額４億6,596万円　こども育成課 ☎ 70‐0820

継続

丹波市の水道水のおいしさを広くPRします
丹波市の水道水が安心・安全で
おいしい水であることをPRするため、
ボトルウォーターを製造します。
予算額292万円

イベントでの無
料配布やきき水
会（水道水と市販
の水の飲み比べ）
などの催しを予
定しています

業務課・工務課 ☎ 72‐0605

新規

循環型社会
　をデザインする

３We design a recycling soc
ie
ty ２

情報発信
　をデザインする

　
W
e design inform

ati
on

不安なく、健康で安
心して暮らすことの
できるまちをデザイ
ンします。

新規

観光客の誘致拡大を図ります

テレビ、ラジオなどを活用した観光PR
の他に、新たにフリーペーパーなどの
情報誌を作成します。都市部でのキャン
ペーンや旅行会社等への発信に活用し、
観光客の増加をめざします。

地上デジタル放送を活用し　　
行政情報などを配信します

サンテレビのデータ放送を使って、行
政情報などを配信します。これにより、
自宅に居ながら簡単に情報を入手する
ことができます。　
※詳しくは、今月号のP31をご覧ください。

関東方面を中心に丹波市の魅力
を発信します
丹波市の魅力的な自然、風土、文化など
を広く発信、伝達できる著名人をエグゼ
クティブアドバイザーとして選定し、主
に関東方面を中心に情報発信を行います。

新規

新  

新  

いつ起こるかわからない災害に備えて
災害対策事業をさらに充実させます

						学校の防災拠点としての強化
市の指定避難所となっている小中学校の体育館
で、テレビを視聴できるようにします。また、ア
ルミマット等を整備し、快適に過ごすことができ
る環境を整えます。

　	放射能の定点観測を行います
安心して暮らすことができるように、放射能の定
点観測を行い数値を公表します。また、放射能を
正しく理解できるように講演会を開催します。　

継続

防災行政無線の再整備をすすめます

防災行政無線の整備基本計画に基づき、青垣地域
において防災行政無線の再整備に向けた実施設計
を行います。

新規

ぐっすり・すやすや条例（仮称）を制定します
心身の健康の保持増進のためには、ぐっすり眠り、
心地よく目覚める「質のよい睡眠」が不可欠です。
健康たんば21計画に基づき、「ぐっすり・すやすや」
を合言葉に睡眠を通して健康づくりの輪を広げます。

新規

木質バイオマスを活用し資源の循環
活用を図ります
間伐材などの未利用資源を活用し、資
源の循環と効率的な利用を推進します。
本年度は、青垣総合運動公園（グリー
ンベル青垣）に木質チップボイラーを
設置します。

継続

新規

太陽光発電・太陽熱利用システム
の導入に対して補助します

太陽エネルギーの普及、「環境」と「経済」
の調和した好循環社会を推進するため、
太陽光発電・太陽熱利用システムの導
入に係る経費の一部を補助します。　
※詳しくは、今月号のP９をご覧ください。

新規

資源循環型社会の構築をめざして　　　　　
一般廃棄物処理施設の建設を進めます

新しいごみ処理施設で一体的に処理を行
うことにより、廃棄物の適正な中間処理
とコスト縮減を図り、安全・安心な市民
生活の確保と資源循環型社会の構築をめ
ざします。

継続

予算額1,873万円

予算額2,625万円

　予算額63万円

　予算額120万円

　予算額9,557万円

　予算額１億2,017万円

　予算額5億 6,372万円

　予算額540万円

良好な生活環境を保
全し、豊かな生活を
できるまちをデザイ
ンします。

予
算
の
テ
ー
マ
は

「
安
心
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ま
ち
」「
情
報
発
信

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ま
ち
」「
循
環
型
社
会
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
ま
ち
」
の
３
つ
を
柱
に
、
丹
波
市
の
未
来

を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。

さまざまな媒体を通
してわかりやすい情
報を得ることのでき
るまちをデザインし
ます。

 POINT POINT

防災対策室 ☎ 82‐0250

防災対策室 ☎ 82‐0250

健康課 ☎ 82‐4567

総務課 ☎ 82‐1002

企画課 ☎ 82‐0916

観光振興課 ☎ 74‐1149

農林整備課 ☎ 74‐1707

環境整備課 ☎ 82‐1292

環境政策課 ☎ 82‐1290

丹波市の未来をデザインします
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［こちら市長執務室］
市長からのメッセージ

野田首相が県立柏原病院
を視察されました。
４月７日（土）、県立柏原病院
内の視察後、地域医療の充実や
医師不足解消などについて意見
交換を行いました。
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[

テ
ー
マ]

４
月
２
日
（
月
）、
午
前
と
午
後
に
分

け
て
職
員
に
市
長
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
規
採
用
職
員
10
名

を
採
用
し
、
全
職
員
６
６
８
名
体
制

で
新
た
な
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

職
員
に
は
、
緊
張
感
を
も
っ
て
誠
実

か
つ
公
正
・
公
平
に
職
務
を
遂
行
す

る
こ
と
、
ま
た
、
市
民
目
線
に
立
ち
、

市
民
の
気
持
ち
を
く
み
取
り
な
が
ら
、

誠
心
誠
意
き
め
細
か
く
対
応
す
る
よ

う
指
示
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
１
つ
目
と
し
ま
し
て
、

職
員
が
市
民
の
み
な
さ
ま
の
見
本
と
な

職
員
へ
の
市
長
訓
示

ー
新
年
度
を
迎
え
て
ー

る
行
動
を
率
先
し
て
実
践
す
る
こ
と
で

す
。
市
で
は
、「
あ
り
が
と
う
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
先
ず
は
、
職

員
が
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
伝

え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
が
電
話
に
出
る
と
き
に
は
、「
お

電
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
○
○

課
△
△
で
す
」
と
応
対
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
の
も
そ
の
取
組
み
の
一
つ
で

す
。
ま
た
、
自
動
車
運
転
の
「
朝
か
ら

点
灯
運
動
」
が
守
れ
て
い
る
か
、
地
域

づ
く
り
を
率
先
し
て
実
践
し
て
い
る
か
、

地
域
事
業
に
積
極
的
に
参
画
で
き
て
い

る
か
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
行
動
す

る
こ
と
も
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
職

員
が
、
市
民
の
見
本
と
な
る
こ
と
を
楽
し

ん
で
で
き
る
こ
と
こ
そ
が
、
理
想
的
な
姿

で
あ
り
、
求
め
ら
れ
る
職
員
像
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

次
に
、
２
つ
目
と
し
ま
し
て
は
、
今
年

度
の
施
政
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
安
心
な
暮

ら
し
」
を
実
現
す
る
た
め
、
昨
年
３
月

11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
得
た
教
訓
を
胸
に
、
職
務
に
励
ん

で
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
気
仙
沼
市

へ
の
訪
問
の
際
に
、
菅
原
市
長
が
「
市
民

の
命
を
守
る
こ
と
が
市
長
の
責
務
で
す
」

と
涙
な
が
ら
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
に
、

市
長
と
し
て
の
使
命
感
を
肌
で
感
じ
ま

し
た
。
以
来
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
が

丹
波
市
で
起
こ
っ
た
場
合
を
想
定
す
る
な

か
で
、
私
自
身
が
得
た
３
つ
の
教
訓
に
つ

い
て
も
職
員
に
伝
え
ま
し
た
。

１
点
目
は
、「
自
然
の
驚
異
」
で
す
。

人
間
は
自
然
を
克
服
し
、
利
用
す
る
と

言
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
と
ん
で
も

な
い
思
い
あ
が
り
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
自
然
と
共
生
す
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

と
考
え
ま
す
。

２
点
目
は
、「
絆
」
で
す
。
ま
さ
に
国

　　　　　市債は、地方公共団体が財政上必要とする
資金を国や金融機関などから長期にわたって借り入れ
るお金です。

　　　　　平成 24年度末見込みで一般会計 372億円、
特別会計と公営企業会計（水道事業会計）を含めると
全会計の合計は 845億円となり、合併後に毎年繰上償
還を実施しているため、平成 16年度末から 216 億円
減少しています。また、市民１人当たりの平成22年度
末市債残高は 55万円で、類似団体（平成 21年度末 45
万円）と比較すると10万円上回っており、後世への負
担を少しでも軽減するため、繰上償還や地方債残高が
増加しないよう発行額の抑制に努める必要があります。

市の借金（市債）は？

　　　　　基金には、財政を健全に運営するた
めに、年度間の財源を調整する「財政調整基金」
と将来の市債の償還（借金返済）に向け計画的
に積み立てる「減債基金」、地域づくりや学校整
備など特定の事業のために資金を積み立てる「特
定目的基金」の３つがあります。

　　　　　合併後、平成 17 年度から３カ年で、
合併特例債（借金）を借りて地域振興基金を 40
億円積み立てた以降、基金残高は140億円を超え
て推移しています。しかし、平成 23、24年度は
各会計の財源調整や各種事業実施のために基金を
取り崩しているため、減少する見込みです。なお、
財政調整基金が年々減少していますが、財政規模
に対応した基金残高の維持確保が必要です。

市の貯金（基金）は？

解 説　 解 説

分 析

分 析

１36 億円

を
挙
げ
て
の
支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
の
合
言

葉
の
通
り
、
人
と
人
と
の
強
い
心
の
結
び

つ
き
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
苦
難
に
も

立
ち
向
う
力
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

３
点
目
は
、「
日
常
生
活
を
見
つ
め

直
す
」
こ
と
で
す
。
東
日
本
大
震
災
は
、

家
族
が
一
緒
に
い
ら
れ
る
と
い
う
日
常
を

一
瞬
に
し
て
奪
い
去
り
ま
し
た
。
ま
た
、

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
、
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
れ
ば
電
気
が
つ
く
こ
と
も
当
た
り

前
の
こ
と
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
震

災
に
よ
っ
て
当
た
り
前
の
生
活
ス
タ
イ
ル

も
見
つ
め
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
訓
示
を
通
し
て
、
職
員
と
し
て

の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
と
と
も
に
、
市
民

の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
丹
波
市
の
実
現
に
向
け
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る
よ
う
指

示
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
職
員
を
叱
咤
激
励
し
て
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
、「
安
心
な
暮
ら
し
」
の

実
現
の
た
め
、
誠
心
誠
意
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

QQ

基金残高（平成22年度普通会計決算額）
を市民1人あたりに換算して他市と比較

市債残高（平成22年度普通会計決算額）
を市民1人あたりに換算して他市と比較
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※事業費を平成23年 12月末時点の住民基本台帳人口に外国人を加えた人口で除しています。＊市民１人あたりの予算

＊対象者１人あたりの予算 ※2010年農林業センサス、平成23年度学校基本調査、学校給食基本調査の資料を基に算出しています。

農家（一戸）に 学校給食利用者に

296,818円
（市負担260,554 円 ）

712,210円
（市負担618,903 円  ）

228,704円
（市負担152,725 円  ）

122,072円  
（市負担68,789 円   ）

1,264,316円 
（市負担521,341 円  ）

保育園児に 幼稚園児に 小学生に

172,449円
（市負担134,391 円 ）

中学生に

交通安全対策に 議会運営に

479円
（市負担442円 ）

64,169円 
（市負担46,581 円）

11,326円 
（市負担6,050 円）

15,371円  
（市負担11,569 円）

1,237円
（市負担844円 ）

3,695円
（市負担3,695 円  ）

28,120円  
（市負担9,039 円）

道路や橋に 河川整備に

社会福祉に

9,429円
（市負担9,421 円 ）

支所の管理に

商工観光に

消防活動に

1,074円 
（市負担539円 ）

雇用・労働に

災害対策に

「
市
の
財
政
状
況
が
大
変
」
っ
て
言
う
け
ど

大
丈
夫
？　

み
ん
な
が
気
に
な
る
お
金
の
こ
と

市民１人あたりの
予算はいくら？予算はいくら？
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845 億円

3,735円  
（市負1,728 円 ）
3,735円 

（H24年度末見込） （H24年度末見込）

（
万
円
）
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